
1 アーティキュレーション

アア
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ア アー  ［ド A］  ⇨ A  
ア アーカイブ  ［archive］  ① デジタル化さ
れたデータを圧縮する技術や方法。また，
それにより保存された資料・記録。より少
ない情報量でデータの転送・保存を行う
ことができる。  ② ⇨ アーカイブズ  

ア アーカイブズ  ［archives］  ① 公記録
（公文書，古文書）保管所。記録保存
館。資料館。  ② 大規模な記録や資料
のコレクション。デジタル―データ化しての保
存と世界的な相互利用が図られている。  

ア アーガイル  ［argyle］  ⇨ アーガイル―
チェック  

ア アーガイル―チェック  ［argyle 
check］  斜め格子とダイヤ柄（が

ら）の組み
合わせの左右対称柄。セーター・靴下な
どによく使われる。ダイヤモンド―チェッ
クとも。  

ア アーカンソー  ［Arkansas］  米国南部
の州。綿の栽培で知られる。州都リトル―
ロック。  ＊「川を下る人」の意のインディ
アン語から。  

ア アーキテクチャー  ［architecture］  ① 
建築物。建築術，建築学。  ② コン
ピューター―システム全体の設計思想・構
成方式。  

ア アーキテクト  ［architect］  建築家。  
ア アーキビスト  ［archivist］  公文書や
古文書などの収蔵施設の専門職員。
文書館員。  

ア アーギュメント  ［argument］  議論。
論証。  

ア アーク  ［arc］  ① 弧。弓形。  ② 電弧。
気体中で放電した時，両極間に発生す
る光の弧。  

 アーク灯   ［arc lamp］  向かい合った2
本の炭素棒に電流を通じて，白熱光を
出させる電灯。弧灯。アーク―ライト，
アーク―ランプとも。  

ア アークティック  ［Arctic］  北極の。北
極地方。  

ア アーク―ライト  ［arc light］  ⇨ アーク
灯  

ア アーク―ランプ  ［arc lamp］  ⇨ アーク
灯  

ア アーケード  ［arcade＜フ ＜イ arcata 
（弓形の）］  ① アーチを連続的に使った
吹き放しの建造物。また，その下の通
路。西洋建築の寺院や宮殿，または野
球場の外まわりなどに見られる。拱廊
（きょう

ろう ）。  ② 商店街などで屋根風のおお
いをつけた通路。有蓋（ゆう

がい）街路。  
ア アーケード―ゲーム  ［arcade game］  
ゲーム―センターなどに設置されているゲー

ム機の総称。  
ア アーケオロジー  ［archaeology］  考古
学。アーキオロジーとも。  ⇨ アルケオロ
ジー  

ア アーサ  ⇨ ASA  
ア アージ  ［urge］  人をかりたて，動かす力。
また，無意識の衝動。  

ア アーシー  ［earthy］  ｟～な｠  ① 泥臭い。
土の匂いがするような。骨太の。  ② アー
ス̶カラーの。  ＊ジャズやブルースなどの
音楽や洋服の色，香水などについていう。  

ア アージェント  ［urgent］  緊急であるさ
ま。切迫した状態。「アージェント―アクショ
ン（緊急行動），アージェント―ケア（緊急
医療）」  

ア アース  ［earth （地球，大地）］  ｟～する｠  
接地，地絡。電気器具などと地面との
間に電路を作る装置。  

ア アース―カラー  ［earth color］  褐色
の大地や森の緑，空や海などを思わせる
色。  

ア アースクエーク  ［earthquake］  地震。  
ア アース―ワーク  ［earth work］  ⇨ ラン
ド―アート  

ア アーチ  ［arch］  ① 開口部の上部を弓
形に張るように築いた構造物。橋げたや
門などによく見られる。迫持（せり

もち）。  ② ス
ギ，ヒノキなどの常緑樹の葉でおおい装飾
をほどこした門。歓迎や祝賀の時にたて
る。緑門（りょく

もん ）。  ③ （一般に）弧形，弓
形。  ④ 野球で，ホームランの別名。  

ア アーチェリー  ［archery］  ① 洋弓。ま
た欧米その他で発達した弓術。  ② 標
的競技の1。アーチェリーを用いて的を射
て，得点を競ったり，矢の飛距離を争っ
たりするもの。  

ア アーチザン  ［artisan＜フ］  アルチザ
ンとも。  ① 職人，熟練工，工芸家。  ② 
技術は巧みだが，芸術性に欠ける作品
を作る人。技巧派。職人的芸術家。  
⇨ アーチスト  

ア アーチスチック  ［artistic］  ⇨ アーティ
スティック  

ア アーチスト  ［artist］  アーティストとも。  
① 美術家，芸術家。  ② 演奏家。  ③ 
名手。達人。  ④ ミュージシャンや歌手。  

ア アーチ―ダム  ［arch dam］  壁面が上
流に向かってアーチ状に突き出したダム。  

ア アーチチョーク  ⇨ アーティチョーク  
ア アーチャー  ［archer］  弓の射手。アー
チェリー選手。  

ア アーツーン  ［日 ＜ art＋cartoon］  漫
画の要素をとり入れた新趣向の美術様
式。アートーン，アートゥーンとも。  

ア アーティキュレーション  ［articula-
tion＜ラ articulus （関節）］  ① 調音。
言語音を発音するために音声器官を働
かすこと。  ② 各音を明瞭に出すこと。各
音の切り方，あるいは次の音への続け方。  
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アアアア
ア アーミスティス  ［armistice］  休戦。
停戦。  

ア アーミッシュ  ［Amish］  ① 米国北東
部オハイオ，ペンシルバニア州などに住む，
17世紀末スイス人ジャコブ＝アマンが始
めたアマン派キリスト教徒。アナバプテスト
的分離主義者。1727年から米国に入
植。厳格な規則に従って自給自足的な
共同体を形成。  ② ①の着用する伝統
的な服装。  

ア アーミン  ［ermine］  ① オコジョ。ヨー
ロッパ・アジア・北米の北部に分布するイ
タチ科の1品種。冬毛は尾端を残して
純白となる。ヤマイタチ，エゾイタチとも。  
② オコジョの純白な毛皮。へり飾りや外
套（と

う）に使用。シベリア産が最高とされて
いる。  

ア アーム  ［arm］  腕，腕型のもの。建築で
は腕木，服飾では袖（そ

で）の意。  
ア アーム―ウォーマー  ［arm warmer］  
筒状に腕を覆う防寒具。腕袋。腕貫
（うで
ぬき）。  

ア アーム―カバー  ［arm cover］  日焼け
や汚れを防ぐなどの目的で，手首から肘
（ひ
じ），また腕全体を覆う筒状の衣類。腕
カバー，腕貫（うで

ぬき）とも。  
ア アームチェア  ［armchair］  ひじかけい
す。  

ア アームチェア―ディテクティブ  
［armchair detective］  事件現場に行
かず，ひじかけいすに座ったままで，推理し
て事件を解決する探偵。またその物語。  

ア アームバンド  ［armband］  腕章。（腕
に巻く）喪章。  

ア アームホール  ［armhole］  服の袖（そ
で）

ぐり。袖付け。  
ア アームレスト  ［armrest］  椅子や座席
の肘（ひ

じ）掛け。  
ア アーム―レスリング  ［arm wrestling］  
腕相撲。また，それを競技化したスポー
ツ。  

ア アームレット  ［armlet］  腕輪。腕飾
り。  

ア アーメン  ［ポ amen＜ラ ＜ヘブライ （ま
ことに）］  ① 祈りの終わりなどに唱えるこ
とば。「しかあれかし」の意。  ② 転じて俗
に，キリスト教，またはその信者。  

ア アーモンド  ［almond］  ① バラ科の落
葉高木。中央アジア原産。淡紅色の花
をつける。和名ハタンキョウ （巴旦杏），ヘ
ントウ（扁桃）。アマンド，アメンドウと
も。  ＊扁桃腺の名はこの実に形が似てい
ることから。  ② その果実の種。殻の中の
仁（に

ん）は，甘いものと苦いものがあり，甘い
ものは食用にする。スライス・ペースト・粉
末などにして料理・菓子の材料として使
われる。  ③ （その実の色から）だいだい色
がかった黄色。  

ア アーモンド―パウダー  ［almond 

powder］  ⇨ アーモンド―プードル  
ア アーモンド―プードル  ［日 ＜英 al-

mond＋フ poudre］  アーモンドの粉末。
菓子などの材料にする。アーモンド―パ
ウダー，アマンド―プードルとも。  

ア アーモンド―ミルク  ［almond milk］  
水に漬けたアーモンドをすりつぶして漉（こ）
した乳状の液。飲料や料理の材料にす
る。  

ア アーヤトッラー  ［アラビア āyatu （Al）
lāh （アッラーの徴（しる

し ））］  シーア派の正
統派とされる12イマーム派の宗教法学
者のうち，上級指導者の称号。アヤト
ラとも。  

ア アーユルベーダ  ［Ayurveda］  インド
伝承自然医学。古代ヒンドゥー教徒の
医術，長寿法を指す。  

ア アーリア人  ⇨ アーリアン  
ア アーリアン  ［Aryan＜サ arya （貴
族）］  紀元前20世紀ごろ，中央アジア
からペルシア，インドに移住した遊牧民。
現在のイラン人やコーカソイド系インド人
の祖先。後にインド―ヨーロッパ系人種と
いう意味で，「アーリアン人種」というふう
に拡大して使われた。アーリア人とも。  
＊ナチス―ドイツ時代，アーリアン人種の
純血が強調され，反ユダヤの人種政策
に利用された。  

ア アーリー  ［early］  早い。初期の。  
ア アーリー―アダプター  ［early adopt-

er］  イノベーター理論で，革新的商品や
サービスを比較的早い段階で採用・受
容する人々。5つの顧客層のうち，イノ
ベーター（革新的採用者）の次に受容す
る。常識的な価値観をもつ一方，新し
い価値観や様式にも敏感だとされる。早
期採用者，初期採用者，初期少数採
用者とも。  ⇨ イノベーター理論  

ア アーリー―アメリカン  ［Early Amer-
ican］  初期米国風。植民地時代風。  

ア アーリー―バード  ［early bird］  早起
き鳥。転じて，早起きの人。早めに来る
人。  

ア アーリー―リタイア  ［early retire-
ment］  ｟～する｠  早期の引退。  

ア アーリオ―オーリオ  ［イ aglio （ニンニ
ク） olio （油）］  にんにくと鷹の爪をオリー
ブ―オイルに入れ，弱火で加熱して香りと
風味を移したもの。パスタなどに用いられ
る。  

ア アーリントン  ［Arlington］  米国，バー
ジニア州北部のポトマック川の西岸にある
国立の墓地。ワシントン市の対岸に位置
する。無名戦士の墓で知られる。  

ア アール  ［R; r］  英語のアルファベットの第
18字。  ⇨ R，r  

ア アール  ［R＜ radius （半径）］  曲線。
弧。「アールをつける」  

ア アール  ［フ are］  メートル法の面積の単

③ （せりふや朗読などで）各音をはっきり
発音すること。  

ア アーティクル  ［article］  ① 冠詞。  ② 
新聞や雑誌の記事。  ③ 個条。条項。  
④ 品物。  

ア アーティザン  ［artisan＜フ］  ⇨ アーチ
ザン  

ア アーティスティック  ［artistic］  ｟～な｠  
芸術的なさま。アーチスチックとも。  

ア アーティスティック―スイミング  
［artistic swimming］  音楽に合わせて
水中でさまざまな演技を行い，その美し
さや技術を競う競技。ソロ（一人）・デュ
エット（二人）・チーム（団体）などの種目が
ある。旧称，シンクロナイズド―スイミ
ング。  

ア アーティスト  ［artist］  ⇨ アーチスト  
ア アーティチョーク  ［artichoke］  朝鮮
アザミ。キク科の多年草。草丈1.5mぐ
らいになり，初夏，大型の紫色の花をつけ
る。開花直前のつぼみの鱗片の基部にあ
る苞（ほ

う）と花托をゆでて食用にする。フラ
ンスでは珍味としてオードブルなどによく使
われる。  ＊フランス語ではアルティショー 
［artichaut］。  

ア アーティフィシャル  ［artificial］  
｟～な｠  人工的であること，人造であるさ
ま。  

ア アーテリー  ［artery］  動脈。（交通・通
信などの）幹線。  

ア アート  ［art＜ラ ars］  ① 技術，技巧。  
② 芸術，（特に）美術。美術品。絵画。  
⇨ アルス  ③ 人工。  

ア アートーン  ［日 ＜ art＋cartoon］  ⇨ 
アーツーン  

ア アート―シアター  ［art theater］  ふつう
の映画館では上映しない芸術映画・実
験映画などを専門に上映する映画館。  

ア アート―ディレクター  ［art director］  
ADとも。  ① 映画・演劇などの美術監
督。装置・衣装などをデザインする。  ② 
広告における美術部門の担当責任者。
広告・製品のデザインなど，仕事の内容
は多様。  ③ 雑誌など出版物のレイアウ
トなど美術面を担当する人。  

ア アート―フラワー  ［日 ＜ art＋flow-
er］  生花を模して丁寧につくられた造
花。  

ア アート―ベラム  ［art vellum］  書籍の
表紙材料の1。上等皮紙を模して，薄
手な布を加工して平滑にしたもの。  

ア アートマン  ［サ ātman］  古代インド哲
学で，存在の根源。本来は呼吸を意味
したが，その後生命，さらには自我を意味
するようになり，ブラフマンと同一視され，
宇宙最高の原理と考えられるようになっ
た。  

ア アート―メイク  ［日 ＜ art＋make］  
⇨ アート―メーキング  

ア アート―メーキング  ［art making］  美
顔術の1。入れ墨の技術を使ってまゆや
アイラインを入れたり，あざなどを隠したり
するもの。効果は数年ほど持続し，洗っ
てもメイクが落ちない。アート―メイク，
アート―メークとも。  ＊英語ではパーマ
ネント―メーキャップ（コスメティクス） ［per-
manent makeup （cosmetics）］。  

ア アーニング  ［earnings］  かせぎ。収入。
所得。利益。  

ア アーネスト  ［earnest］  まじめ。真剣。  
ア アーネスト―マネー  ［earnest mon-

ey］  手付金。保証金。内金。  
ア アーバナイゼーション  ［urbaniza-

tion］  都市化。  
ア アーパネット  ［ARPANET］  ⇨ AR-

PANET （アーパネット）  
ア アーバン  ［urban］  「都会の，都会風
の」「上品な」の意味で複合語をつくる。  

ア アーバン―ツーリズム  ［urban tour-
ism］  その都市独自の文化活動や歴史
的な町並み・雰囲気などを味わう観光。
都市観光とも。  

ア アーバン―ライフ  ［urban life］  都市
生活。都会風の暮らし。  

ア アービトラージ  ［arbitrage］  金融で，
裁定取引。さや取り売買。株式・債券・
商品・外国為替などを，受け渡しの期間
または市場を異にすることから生じる差額
を利益として得る目的で売買すること。  

ア アービトレーション  ［arbitration］  
仲裁。調停。  

ア アーベント  ［ド Abend （晩，夕べ）］  夕
方から夜にかけて開かれる音楽会などの
催し。  

ア アーボレータム  ［arboretum＜ラ ar-
bor （木）］  樹木園。科学・教育などの
ために種々の樹木が植えられている植物
園。  

ア アーマー  ［armor］  ① よろい。かぶと。
甲冑（かっ

ちゅう）。  ② （軍艦などの）装甲板。  
③ （動植物の）防護用の硬い覆い。  

ア アーマゲドン  ［ギ Harmagedon］  ⇨ 
アルマゲドン  

ア アーマチュア  ［armature］  電機子。
発電機の発電子。電動機の電動子。  

ア アーマメント  ［armament］  軍備。軍
事力。軍隊。兵器。  

ア アーミー  ［army］  ① 軍隊。（特に）陸
軍。略号 A。  ⇨ エア―フォース，ネービー  
② 軍。方面隊。  ③ 多数。大群。  

ア アーミー―ナイフ  ［army knife］  ナイ
フの1。1本でナイフのほか，ねじ回し，つめ
切り，やすり，はさみ，せん抜きなど多機能
を兼ね備えたもの。  

ア アーミー―ルック  ［army look］  軍
隊・軍服風の服装。ミリタリー―ルック
とも。  

ア アーミスチス  ⇨ アーミスティス  
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アアアア し。  ＊アイス―クリームの訳「氷菓子」を
もじったもの。明治20－30年代の流行
語。  ③ 冷やしたコーヒーやミルクなどの略
称。  ↔ ホット  ⇨ アイス―コーヒー，アイス―
ティー  ④ （夏季，球場などで売られる）
ぶっかき氷の別称。  ⑤ ⇨ アイス―キャン
デー，アイス―クリーム  

ア アイス―エージ  ［ice age］  氷河期。氷
河時代。  

ア アイス―キャンデー  ［日 ＜ ice＋can-
dy］  氷菓子の1。果汁やシロップを棒状
その他の形に凍らせたもの。略してアイ
ス，キャンディーとも。  ▢季夏  ＊英語で
はアイス―ローリー ［ice lolly］ ，ポプシクル 
［popsicle］ という。  

ア アイス―キューブ  ［ice cube］  自動製
氷機や冷蔵庫で作る角氷。  

ア アイスキュロス  ［Aiskhylos 前 525
－456］  古代ギリシャの悲劇作家。3大
悲劇詩人の1人。ギリシャ悲劇を確立。
作風は雄大・荘重。代表作「ペルシア
人」「縛られたプロメテウス」「オレステイア
三部作」。エスキュロスとも。  

ア アイス―クリーム  ［ice cream］  氷菓
子の1。牛乳・砂糖・卵黄を混ぜ合わせ
て香料を加え，クリーム状に凍らせたも
の。略してアイス，クリームとも。「アイス
―クリーム頭痛」  ▢季夏  

ア アイス―クリーム―サンデー  ［日 ＜
ice cream＋sundae］  アイス―クリームに
チョコレートや果汁をかけたもの。クリー
ム―サンデーとも。  

ア アイス―クリーム―ディッシャー  
［ice-cream disher］  アイス―クリームを
コーンなどに半球形に盛る器具。アイス
―ディッシャー，ディッシャーとも。  

ア アイス―コーヒー  ［ice coffee］  氷を
入れた冷やしコーヒー。  ▢季 夏  ↔ ホット
―コーヒー  ＊大阪などではコール―コー
ヒー，冷コーとも。  

ア アイス―スケート  ［ice skating］  ⇨ ス
ケート  

ア アイス―スマック  ［日 ＜ ice＋smack 
（風味）］  薄いチョコレートで包んだアイス
―クリーム。スマックとも。  

ア アイス―スレッジ―スピード―レース  
［ice sledge speed racing］  小型橇
（そ
り）（スレッジ）に座った状態で氷上を滑
り，その速さを競う競技。両手にスティッ
クを持ち，氷をかいて移動する。アイス―
スレッジ―レースとも。  

ア アイス―ダンシング  ［ice dancing］  
⇨ アイス―ダンス  

ア アイス―ダンス  ［ice dance］  フィギュア
―スケート競技の1種目。男女が対になっ
て氷上を音楽に合わせて踊るように滑る
もの。アイス―ダンシングとも。  

ア アイス―ティー  ［ice tea］  氷で冷やし
た紅茶。  ▢季夏  ＊正式には氷を通すだけ

で，氷塊を加えない。  
ア アイス―ディッシャー  ⇨ アイス―クリー
ム―ディッシャー  

ア アイス―トング  ［ice tongs］  氷ばさみ。
砕いた氷をつまむ器具。金属製が多い。  

ア アイスバーン  ［ド Eisbahn （スケート
場）＜ Eis （氷）＋Bahn （道，走路）］  
氷化した雪面。一度溶けたり，踏み固め
られたりした雪面が凍りついた状態。  ＊ス
キーの回転競技のコースに人工的に作る
こともある。  

ア アイスバイン  ［ド Eisbein （豚の脛
骨）］  ドイツ料理の1。塩漬けにした豚の
足の煮込み料理。  

ア アイス―ピック  ［ice pick］  氷を飲物
用などに小さく砕くための錐（き

り）。  
ア アイス―プラント  ［ice plant］  ハマミズ
ナ科の多肉植物。葉の表面についている
氷の粒のような細胞に塩分が含まれる。
食用に栽培する。  ＊葉の表面が凍った
ようにみえることから。  

ア アイスブレーカー  ［icebreaker］  ① 
氷を砕くためのもの。砕氷器や砕氷船。  
② 研修やセミナーなど初対面の人が集
まる場で，互いの緊張をほぐすために行う
プログラム。自己紹介や簡単なゲームな
ど。アイスブレーク，アイスブレーキン
グとも。  ⇨ ファシリテーション  

ア アイス―ペール  ［ice pail （手おけ）］  
氷おけ。砕いた氷を入れておくおけ状の卓
上容器。シャンパンやワインをびんごと冷
やせる大型のものから，ウイスキーの水割
りなどに使う砕氷を入れるための小型の
ものまで種々ある。  

ア アイス―ホッケー  ［ice hockey］  競技
種目の1。氷上ホッケー。1チーム6人。  
▢季冬  ⇨ スケート  ＊カナダの国技。イギリ
スやオランダで行われていたバンディ ［ban-
dy］ という氷上球技から発達したもの。  

ア アイスランド  ［Iceland］  北極圏に近
い北大西洋上の国。アイスランド共和国 
［Republic of Iceland］ 。首都レイキャ
ビク。1918年デンマーク王を元首とする
独立王国となり，1944年デンマークから
完全に独立。  ＊公用語アイスランド語。
通貨単位アイスランド―クローナ。  

ア アイス―ワイン  ［ice wine］  秋に収穫
せずに冬まで放置し，凍った状態で収穫
したブドウから醸造するワイン。糖分が凝
縮されているため，香りが高く甘口で，デ
ザート―ワインとして供される。ドイツ，オー
ストリア，カナダが主な産地。  

ア アイゼン  ［ド Steigeisen＜ Steige 
（山路）＋Eisen （鉄）］  登山靴の底に
付ける滑落防止用の鉄具。鉄かんじき。
クランポン，シュタイク―アイゼンとも。  

ア アイソキネティクス  ［isokinetics＜
isokinetic （等速性の）］  動的筋力ト
レーニング。運動速度を一定に調節でき

位の1。1アール＝ 100m2＝100分の1
ヘクタール。  ▢記 a  ▢漢 亜爾  ＊約30坪2
合。約1畝（せ）。  

ア アール―アンド―ディー  ［R&D］  ⇨ R 
& D  

ア アールエイチ因子  ［Rh factor］  ⇨ 
Rh因子  

ア アール―グレイ  ［Earl （伯爵） Gray］  
ベルガモット油で風味づけをした紅茶の
商品名。独特の香りがあるため，アイス―
ティーなどに利用される。  ＊一説にイギリ
スのグレイ伯爵が紹介したとされたことか
らという。  

ア アール―セップ  ［RCEP］  ⇨ RCEP
（アールセップ）  

ア アール―デコ  ［フ art （芸術） déco＜
décoratif （装飾の）］  アール―ヌーボーの
後をうけて1910年代から形成されはじめ
た芸術様式の1。キュービズムの影響から
簡単な直線を重んじ，幾何学的パター
ンを多用，フォービスムの色彩を用い，単
純で大胆な装飾性に特色がある。服飾
界，特に素材の模様に影響を与えた。  
＊「1925年様式」とも呼ばれる。  

ア アール―ヌーボー  ［フ art （芸術） 
nouveau （新しい）］  19世紀末から20
世紀初め，フランスに流行した建築・工
芸・美術の1様式。曲線のもつ装飾性
を強調，色彩も線も軽快であるのを特色
とする。ヌーボー，またヌーボー式とも。  

ア アール―ブリュト  ［フ art brut （あるが
ままの）］  生の芸術。純粋な表現欲求に
よる芸術作品。芸術家ではなく，幼児や
精神病患者が自分自身のためにつくっ
た表現物の総称。  ＊フランスの芸術家
デュビュッフェ ［Jean Dubuffet 1901－
85］ の用語。  

ア アーント  ［aunt］  おば（伯母・叔母）。
（よその）おばさん。  

ア アーンド―インカム  ［earned in-
come］  勤労所得。  

ア アイ  ［eye］  目。多く，「目の，目に関す
る，目に似たもの」などの意味で複合語
をつくる。  

ア アイ  ［I; i］  英語のアルファベットの第9
字。  ⇨ I，i  

ア アイ―アイ  ［aye-aye］  ユビザル。マダガ
スカル島特産の原始的な夜行性のサル。  
＊1870年に発見された当時は，リスの1
種として報告された。名前は鳴き声から。  

ア アイアン―エージ  ［Iron Age］  歴史
で，鉄器時代。  

ア アイアンマン  ［ironman（鉄人）］  長
距離のトライアスロン競技。スイム（水
泳）3.9km，バイク（自転車）180.2km，
ラン（マラソン）42.195km で行われる。
1978年にハワイで始まった。アイアンマ
ン―レースとも。  

ア アイアンマン―レース  ［ironman 

race］  ① ⇨ アイアンマン  ② ⇨ オーシャ
ンマン―レース  

ア アイウェア  ［eyewear］  眼鏡類。眼
鏡，コンタクト―レンズ，ゴーグルなど。  

ア アイオープナー  ［eyeopener］  目を見
はらせるもの。あっと驚かせるもの。新しい
事件，事実，商品などについていう。また，
目覚ましの酒や薬。  

ア アイオダイン  ［iodine］  ヨード。  
ア アイオリ  ［フ aïoli＜プロバンス aiòli
＜ ai （ニンニク）＋òli （油）］  すりつぶし
たニンニクに卵黄・塩・コショウなどを加え，
さらにレモン汁・オリーブ油を加えて混ぜた
ソース。アイヨリ―ソース，アヨリとも。  

ア アイオワ  ［Iowa］  米国中北部の州。
州都デ―モイン。トウモロコシ地帯の代表
的農業州で，農業生産高は全米1，2
を争う。  

ア アイギス  ［ギ aigis］  ⇨ イージス  
ア アイ―キャッチャー  ［eye-catcher 
（人目をひくもの）］  一目で特定の会社や
その製品を連想させる広告宣伝用の絵
や図柄。  ⇨ キャッチフレーズ  ＊beauty 
（美人），beast （動物），baby （赤ちゃ
ん） の3Bが効果ありとされる。  

ア アイ―グロス  ［eye gloss］  ｟～する｠  瞼
（まぶ
た ）に塗り，光沢と色味を与える化粧
品。  

ア アイコニック  ［iconic］  象徴的な。  
ア アイ―コラ  ⇨ アイドル―コラージュ  
ア アイコン  ［icon］  ① コンピューターで，
画面で選択すべき事柄を示すのに絵を
用いる方式。また，その絵。  ② ⇨ イコン  

ア アイ―コンタクト  ［eye contact］  視
線を合わせることによって，ことばによらず
意図などを伝えること。  

ア アイサイト  ［eyesight］  視力。視覚。
視界。視野。  

ア アイシェード  ［eyeshade］  光線よけの
目（ま）びさし。サンシェードとも。  

ア アイ―シャドー  ［eye shadow］  目もと
に陰影をつけて引き立たせるための化粧
料。青・黒・茶などの色がある。シャドー
とも。  

ア アイシング  ［icing＜ ice （氷で覆う）］  
① 気化器に氷の被覆が生じること。寒
冷多湿の時，気化器が氷に閉ざされ
不調に陥ること。  ② ケーキにつける砂糖
衣。またはその材料。粉砂糖・バターを
水・リキュールなどでのばして作る。卵白を
加えることもある。  ③ スポーツで痛めたり，
疲れた筋肉を氷で冷やすこと。  ④ 飛行
機の機体に氷が付着すること。  

ア アイジングラス  ［isinglass＜中オ 
huisenblas （チョウザメの浮袋）］  にべ。
にかわの1。魚の浮袋から作る白色の高
級品で，宝石接着剤などに用いる。アイ
シングラスとも。  

ア アイス  ［ice （氷）］  ① 氷。  ② 高利貸
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アアアア に若者の人気の対象をさす。  
ア アイドル―タイム  ［idle time］  経営
で，遊休時間。工場などの設備が稼働
せず，遊んでいる時間。  

ア アイ―ドント―ノー  ［I don't know］  
「わかりません」「知りません」の意。  

ア アイ―ドン―ノー  ⇨ アイ―ドント―ノー  
ア アイヌ  ［アイヌ Ainu＜アイヌ （人）］  東
アジアの古種族。北海道やサハリン（樺
太）に居住。一説に日本列島の先住民
族だったというが，人種的起源は不明。
昔は蝦夷（え

ぞ）あるいは夷（えみ
し ）と呼ばれ

た。  
ア アイヌ―モシリ  人間が住む所。アイヌの
大地。  ＊アイヌ語。  

ア アイ―パー  ⇨ アイロン―パーマ  
ア アイ―パートナー  ［日 ＜ eye＋part-

ner］  テレビで，目の不自由な人たちへの
音声多重による解説サービス。  

ア アイ―バンク  ［eye bank］  眼球銀行。
献眼者を予約登録し，死後その眼球を
保存，角膜移植を希望する盲人にあっ
せん供給する機関。  

ア アイビー  ［ivy］  ① キヅタ（木蔦）。  ② 
アイビー―スタイルの略。また「アイビー―カ
レッジ」「アイビー―リーグ」などの複合語
をつくる。  

ア アイビー―カレッジ  ［ivy college］  ア
イビー―リーグを構成している米国東部の
名門大学。  ＊ブラウン，コロンビア，コー
ネル，ダートマス，ハーバード，プリンストン，
ペンシルベニア，エールの8大学。  

ア アイビー―スタイル  ［Ivy League 
style］  若い男性向きの服の型。直線的
な外観の背広でウエストは絞らず，肩当
てもあまり入れない。上着は狭いえり，主
に3つボタンの2つ掛け （時に両前4つボ
タン），ズボンも細い。アイビー―ルックと
も。  

ア アイ―ビーム  ［I-beam］  I型鋼。断面
が I字形の圧延鋼。建物や橋などに使
用する。  

ア アイビー―リーグ  ［Ivy League］  米
国東部の名門大学ハーバードやエールな
どを含むフットボールの競技リーグの名。
また，その名門8大学。  ＊アイビー ［ivy 
（ツタカズラ）］ は名門大学の象徴。  

ア アイビー―ルック  ［日 ＜ ivy＋look］  
⇨ アイビー―スタイル  

ア アイ―ピロー  ［eye pillow］  目の上に
載せて用いる，小型枕。目の疲れを和ら
げることができる。目枕（めま

くら）。  
ア アイブラウ  ⇨ アイブロー  
ア アイブロー  ［eyebrow］  まゆ。まゆ毛。
アイブラウとも。  

ア アイホール  ［eyehole］  ① 眼窩（がん
か ）。

上下のまぶたも含む。  ② 仮面やカーテン
などののぞき穴。  

ア アイボリー  ［ivory］  ① 象牙（ぞう
げ ）。  

② ⇨ アイボリー―ホワイト  
ア アイボリー―ホワイト  ［ivory white］  
象牙色。略してアイボリーとも。  

ア アイ―マスク  ［eye mask］  明るい所で
睡眠をとるための，目を覆うマスク。  

ア アイマックス  ［IMAX］  ⇨ IMAX（ア
イマックス）  

ア アイム―ソーリー  ［I'm sorry］  「すみま
せん」「お気の毒（残念）です」の意。  

ア アイメイト  ⇨ アイメート  
ア アイ―メーク  ［日 ＜ eye＋make］  目
元の化粧。アイ―シャドーやアイ―ライン，マ
スカラを利用し，目元の印象を際立たせ
る。アイ―メイクとも。  

ア アイ―メート  ［日 ＜ eye＋mate］  盲
導犬の愛称。アイ―メイトとも。  ＊英語
ではガイド―ドッグなどという。  

ア アイユ  ［フ ail］  ニンニク。  
ア アイヨリ―ソース  ［aioli sauce＜フ 

aïoli（ニンニク）］  ⇨ アイオリ  
ア アイライナー  ［eyeliner］  化粧料の
1。アイラインを引くためのまゆ墨。  

ア アイライン  ［eyeline］  まつ毛の生え際
に入れる線。目の形を印象づけ，顔立ち
や顔の表情にアクセントをつける効果があ
る。  

ア アイラッシュ  ［eyelash］  まつげ。  
ア アイラッシュ―カーラー  ［eyelash （ま
つ毛） curler］  まつ毛をカールさせる化粧
用具。  

ア アイ―ラブ―ユー  ［I love you］  「あなた
を愛している」の意。  

ア アイランダー  ［islander］  島民。島国
民。  

ア アイランド  ［island］  島。  
ア アイランド―キッチン  ［island kitch-

en］  台所で部屋の中央に流し，レンジ，
調理台を配置するもの。  

ア アイリス  ［iris＜ギ Iris （虹の女神）］  
① アヤメ科の植物の総称。特にヨーロッ
パ原産の球根性園芸植物。ジャーマン―
アイリス（ドイツアヤメ），ダッチ―アイリス（オ
ランダアヤメ）が有名。  ▢季夏  ② 眼球の
虹彩（こう

さい）。眼球の角膜と水晶体との
間にある円盤状の膜。  ③ 写真機のレン
ズの絞り。  ④ ⇨ イリス  ⑤ ⇨ IRIS  

ア アイリッシュ  ［Irish］  「アイルランドの，
アイルランド人（語）の」などの意。  

ア アイリッシュ―コーヒー  ［Irish cof-
fee］  アイルランド風コーヒー。強く煎
（い）ったコーヒーを砂糖を入れた容器に
注ぎ，少量のウイスキーを入れ，生クリー
ムを浮かべる。  

ア アイリッシュ―ダンス  ［Irish dance］  
上半身はいっさい使わないで足の動きだ
けで観せる工夫が盛り込まれているステッ
プ―ダンス。  ＊上半身を使う踊りの種類
もある。  

ア アイリッド  ［eyelid］  まぶた。  

る装置を用い，最大努力で筋収縮を反
復することにより，最大筋力や筋持久力
をきたえるもの。  ↔ アイソメトリックス  

ア アイソザイム  ［isozyme （同じ酵素）
＜ギ isos （同じ）＋zyme （酵母）］  同
一種の生物の体内において1つの酵素
で，2種類以上の構造形態を示すもの。
イソ酵素とも。  

ア アイソタイプ  ［isotype］  同種の個体
中に共通に存在し，構造が異なる抗原。  

ア アイソトープ  ［isotope＜ギ isos （同
じ）＋topos （場所）］  同位体。同位元
素。原子番号が同じで質量数の異なる
元素。水素と重水素など。ふつう，放射
能をもつラジオアイソトープ（放射性同位
体）をさす。天然と人工とがある。  ＊特に
アイソトープであることを示す時には，元素
記号の左肩に質量数を記入する。  

ア アイソトニックス  ［isotonics＜ iso-
tonic （等張性の）］  動的筋力トレーニ
ング。おもりを持って関節を屈曲させる場
合など，筋が収縮しながら力を発揮する
状態を利用した体力トレーニング。  

ア アイソメトリック  ［isometric］  「等し
い大きさ（長さ，広さ，容積など）の」の意
味で複合語をつくる。  

ア アイソメトリック―エクササイズ  
［isometric exercise］  ⇨ アイソメトリッ
クス  

ア アイソメトリックス  ［isometrics］  静
的筋力トレーニング。動かないものを動か
そうとする抵抗運動による筋力の緊張を
一定時間持続させ，それを繰り返すこと
で筋力を発達させるもの。後頭部に両て
のひらを当て，指を組み合わせて前方に
引く一方，頭部を後ろに抵抗させる運
動，腕ずもう，綱ひきなど特殊な道具を
用いずにどこでもだれにでも簡単にできる。  
＊英語ではアイソメトリック―エクササ
イズ ［isometric exercise］ とも。  

ア アイソレーション  ［isolation］  隔離。
分離。孤立。  

ア アイソレット  ⇨ イソレット  
ア アイダホ  ［Idaho］  米国北西部の州。
ロッキー山脈西側の鉱・林・農業地帯。
州都ボイジー。  ＊インディアン語の「日が
昇る」と「起きる時間だ」から。  

ア アイデア  ［idea］  ⇨ アイディア  
ア アイディア  ［idea＜ラ ＜ギ （姿，形）］  
① 考え，観念。見解。目的。  ② 着想。
構想，思いつき。「アイディア倒れ（着想は
よいが失敗作）」  ③ ⇨ イデー，イデア  

ア アイディアソン  ［ideathon ＜ idea＋
marathon］  アイディアを構想するイベン
ト。数時間ないし数日で集中的に課題
の解決法や新ビジネスのアイディアなどを
構想する。グループごとに構想を競い合う
形式が多い。  ⇨ ハッカ―ソン  

ア アイディアリスト  ［idealist＜ ideal 

（理想，観念）］  ① 観念論者。  ② 理
想家，理想主義者。  

ア アイディアリズム  ［idealism］  ① 観
念論。  ↔ マテリアリズム  ② 理想主義。  
↔ リアリズム  

ア アイディアル  ［ideal］  ｟～な｠  理想
（的），理念（的），典型（的）。  

ア アイ―ディー―カード  ⇨ IDカード  
ア アイテム  ［item （項目，細目）＜ラ （同
様に）］  ① 磁気テープなどでデータを区
分する単位の1。  ② 衣料品などの項
目。品目，単位品目，単品。  ③ ある仕
事に必要な小道具，雑貨。  ④ （新聞・
テレビなどの）短い記事，ニュース。  ⑤ テ
レビ―ゲームで，主人公などが選択する武
器や道具，また能力など。  

ア アイデンティティー  ［identity＜ラ 
idem （同じもの）］  ① 自我同一性，自
己同一性，主体性。自己認識。自己の
連続性，自分が自分であることを感得し
うること。  ＊1959年に米国の精神分析
学者エリクソン ［E.H. Erikson］ が提唱
した概念。  ② 独自性。個性。集団・組
織・民族などへの帰属意識。  ③ 特定の
人物であること。身元。正体。  

ア アイデンティティー―カード  ［iden-
tity card］  ⇨ IDカード  

ア アイデンティファイ  ［identify＜ラ 
idem （同じもの）］  ｟～する｠  同一視する
こと，同じものだと認めること。  

ア アイデンティフィケーション  ［iden-
tification］  ① 同一視すること。同一
物だと認めること。  ② 広告表現に一貫
性，あるいは統一性をもたせること。種々
の刊行物・放送を通して行われる広告
の相乗効果を高めるための方法。  ③ ⇨ 
IDカード  

ア アイデンティフィケーション―カード  
［identification card］  ⇨ IDカード  

ア アイ―トラッキング  ［eye tracking］  
眼球の動きを追跡すること。またその技
術。視線がどこに向かっているかなどを分
析する。  

ア アイ―トリプル―イー  ［IEEE］  ⇨ 
IEEE （アイトリプルイー）  

ア アイドリング  ［idling＜ idle （から回
りする）］  ｟～する｠  ① エンジンの遊転。  ＊
エンジンの回転数調整の基準となる。  ② 
（機械類の）空転。  

ア アイドリング―ストップ  ［日 ＜
idling＋stop］  荷物の積み降ろしや停
止信号での停車時などに，自動車のエン
ジンを停止すること。燃料の節約や二酸
化炭素の排出量を削減するために行う。  

ア アイドル  ［idol＜ギ eidolon （幻
影）］  ① 偶像。崇拝される人，または
物。  ② 人気者。特に人気のある歌手，
芸能人，映画俳優など。  ＊昭和50年
（1975）ごろから使われるようになった。主
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アアアア
ア アウト―オブ―デート  ［out-of-date］  
｟～な｠  時代遅れ，旧式，すたれたさま。  

ア アウト―オブ―プリント  ［out of 
print］  書物などが，印刷されていない状
態。絶版であること。  

ア アウトカースト  ［outcaste］  インドの
四姓制度外の賤民として差別された
人々。  ⇨ アンタッチャブル  

ア アウトカム  ［outcome］  結果。結末。  
 アウトカム指標   行政活動に関する
評価指標の1。成果指標。行政活動・
政策の成果を測る指標。受益者（国民
や地域住民）の観点からとらえた具体的
な効果や効用を基準とする。  ⇨ インプッ
ト指標，アウトプット指標  

ア アウト―カメラ  ［日 ＜ out＋camera］  
携帯電話やスマートフォンで，ディスプ
レーとは逆の面にレンズがあるカメラ。  ⇨ 
イン―カメラ  

ア アウト―コース  ［日 ＜ out＋course］  
↔ イン―コース  ① （打者から見て）ホーム
―ベース外寄りの球道。  ② （陸上競技・
競馬などの円形の競技場で）外側の走
路。  

ア アウトサイズ  ［outsize］  衣服などで，
特大寸法のもの。  

ア アウトサイダー  ［outsider （局外
者）］  ① 同業者の協定や組合に参加
しないもの。非組合員，非加盟業者。  
↔ インサイダー  ② 常識社会のわくの外
にいる人。独特の思想・行動の持ち主。  

ア アウトサイダー―アート  ［outsider 
art］  知的・身体的障害者による美術
作品。また，専門的な美術教育を受け
なかった人々による作品をいう。  

ア アウトサイダー―ユニオン  ［outsid-
er union］  法外組合。労働組合法第
2条の要件を充たさない労働組合。労
組法上の刑事上・民事上の免責，不
当労働行為への保護を受けられず，労
組法上，有効な労働協約を締結できな
い。アウトサイダー組合とも。  ＊ただし，
憲法28条による保護は受け入れられる
とされる。  

ア アウトサイド  ［outside （外側）］  ↔ イ
ンサイド  ① （打者から見て）ホーム―ベー
スの外側，外角。  ② サーブを受ける側。  
③ 表面，見かけ。  

ア アウト―シーズン  ［out of season］  ⇨ 
アウト―オブ―シーズン  

ア アウトステップ  ［outstep］  正面や相
手に対して正対するように足を踏み出す
こと。また，体の中心から外側に足を踏み
出すこと。  

ア アウトソーシング  ［outsourcing］  ① 
外注。外部調達。生産に必要な部品な
どを社外から調達すること。  ② 外部委
託。会社の業務，特に情報通信システ
ムの運用などを外部の専門業者に委託

すること。  ③ （データやプログラムについて）
外部資源の活用。  

ア アウトソール  ［outsole］  靴底。  ⇨ イ
ンソール  

ア アウトドア  ［outdoor （屋外の）］  ⇨ ア
ウトドア―ゲーム，アウトドア―スポーツ  

ア アウトドア―ゲーム  ［outdoor game］  
屋外競技。略してアウトドアとも。  ↔ イ
ンドア―ゲーム  

ア アウトドア―スポーツ  ［outdoor 
sports］  屋外で行われる運動，競技。
代表的なものは陸上競技，サッカー，ラグ
ビー，スキーなど。略してアウトドアとも。  

ア アウトバースト  ［outburst］  爆発。噴
出。  

ア アウトバーン  ［ド Autobahn＜Auto 
（自動車）＋Bahn （道）］  ドイツの国有
高速自動車専用道路。中央に緑地帯
をもち，全長約13,000km。  

ア アウト―ハイ  ［日 ＜ out＋high］  投
手の投球で外角高めの球道。  ⇨ アウト―
ロー，イン―ハイ  

ア アウトバウンド  ［outbound （中から
外に出る）］  ↔ インバウンド  ① 航空機・
船舶で，外国に向かう便。  ② インター
ネットで，自社のウェブ―サイトにユーザー
（潜在的な顧客）を誘導すること。  ③ 
コール―センターの業務で，発信のこと。  
④ （主に観光業で）国外への旅行。海
外旅行。  

ア アウトファイト  ［outfighting］  ⇨ アウ
ト―ボクシング  

ア アウトフィールド  ［outfield］  外野。  
↔ インフィールド  

ア アウトフィッター  ［outfitter］  ① 自
然との関わりを楽しむ人。  ② 旅行・ス
ポーツ用品店。また，キャンプや釣りなど，
自然の中での遊びを指導するガイド。  

ア アウトフィット  ［outfit］  装備，仕度。
今日では旅行や運動など，特別な場合
の服装1そろい。  ⇨ アウトフィッター  

ア アウトプット  ［output］  ｟～する｠  ↔ イ
ンプット  ① 出力。  ② 産出。  ③ 出力装
置から情報を取り出すこと。またその情
報。  

 アウトプット指標   行政活動に関す
る評価指標の1。活動指標。事業の具
体的な活動量や活動実績（公共サービ
スの産出量）を測る指標。  ⇨ アウトカム
指標，インプット指標  

ア アウトブレーク  ［outbreak（突発）］  
暴動・戦争などの勃発。感染症・害虫
などの大発生。また，感情などの爆発。
アウト―ブレイクとも。  

ア アウトプレースメント  ［outplace-
ment］  転職（再就職）斡旋業の1。人
減らしを望む企業の依頼を受け，社員
からの情報も得て，会社と従業員の間
に入り，円満退職を実現するととともに，

ア アイル  ［aisle］  列車・旅客機などの座
席の間の通路。  

ア アイルランド  ［Ireland］  ① 英本国グ
レート―ブリテン島の西にある島。イギリス
の北アイルランドと，アイルランド共和国に
分かれる。  ② アイルランド島の北東部を
除く大部分を占める共和国。アイルラン
ド ［Ireland］ 。首都ダブリン。長くイギリ
ス領だったが，1922年自治領となり，37
年完全に独立。住民はケルト族。  ＊国
名はアイルランド語ではエール。公用語ア
イルランド語，英語。通貨単位はユーロ。  

ア アイロニー  ［irony＜ギ eironeia （空
とぼけ）］  ① 無知を装うことによって，逆
に対話者に無知を自覚させるソクラテス
の論法をさすことば。ソクラテス的アイロ
ニー。  ② （転じて）反語。皮肉，当てこす
り。イロニーとも。  

ア アイロニカル  ［ironical＜ irony （皮
肉）］  ｟～な｠  皮肉なさま，反語的なさま。
アイロニックとも。  

ア アイロン  ［iron （鉄）］  ① 洋式の火の
し。ふつうは「電気アイロン」を指す。  ② 
髪に変性を与えるのに使うはさみ形のこ
て。  

ア アイロン―パーマ  ［日 ＜ iron＋per-
manent］  はさみ形のこてを使ってパーマ
をかけること。邦略してアイ―パーとも。  

ア アインシュタイニウム  ⇨ アインスタイ
ニウム  

ア アインシュタイン  ［アルベルト ～，Al-
bert Einstein 1879－1955］  米国の
理論物理学者。ユダヤ系ドイツ人。ナ
チに追われて米国に帰化。相対性理論
で従来の宇宙観に根本的変革を与え，
現代物理学の基礎を築いた。1921年
ノーベル物理学賞受賞。  

ア アインスタイニウム  ［einsteinium］  
人工放射性元素の1。  ▢記 Es　原子
番号99。アインシュタイニウムとも。  
＊物理学者アインシュタインの名にちな
む。1952年，米国の水爆実験の灰から
発見。  

ア アウェア  ［aware］  気がついているさま，
抜け目のないさま。  

ア アウェー  ［away （離れた）］  サッカーな
どで，相手チームの本拠地。また，そこで
行われる試合。  ↔ ホーム  

ア アウォード  ⇨ アワード  
ア アウグスチヌス  ［アウレリウス ～，Au-

relius Augustinus 354－430］  古代
ローマ末期のキリスト教の教父・神学
者。神は人格であり真理のすべてであると
する三位一体論を唱えた。主著「神国
論」「告白」。  ＊英語ではオーガスティン 
［Augustine］。  

ア アウグスツス  ［ラ Augustus （崇高な
人） 前 63－後 14］  ローマ帝国の初代
皇帝。前27年即位。即位前の名は，オ

クタビアヌス ［ガイウス ～，Gaius Julius 
Caesar Octavianus］ 。カエサルの死後
遺言で養子となり，競争相手を制して
後継者となる。  

ア アウグストゥス  ⇨ アウグスツス  
ア アウシュビッツ  ［ド Auschwitz］  ポー
ランド南部の小商工業都市オシフィエン
チムのドイツ語名。第2次世界大戦中，
ナチス―ドイツの重労働収容所と医学実
験所がつくられ，捕虜とユダヤ人・ポーラ
ンド人の大量殺人が行われた。戦後，収
容所は博物館となっている。  

ア アウストラロピテクス  ［ラ Australo-
pithecus ＜（南のサル）］  1924年以来，
アフリカで発見された化石人類の属。猿
人に含まれる。約400万年前から約150
万年前頃まで生息していたと考えられて
いる。頭蓋容量は現生類人猿くらいで，
直立歩行した。オーストラロピテクス
とも。  

ア アウストロアジア語族  ⇨ オーストロア
ジア語族  

ア アウストロネシア語族  ⇨ オーストロネ
シア語族  

ア アウスレーゼ  ［ド Auslese］  精選され
たもの。  ＊ドイツ産のワインなどに見られる
表示。  

ア アウター  ［outer］  ① 「外の，外側の」
の意味で複合語をつくる。  ② ⇨ アウト―
ウェア  

ア アウターウェア  ［outerwear］  ⇨ アウ
ト―ウェア  

ア アウター―スペース  ［outer （外側の） 
space （宇宙）］  地球から見て，（外側
の）宇宙。  ↔ インナー―スペース  

ア アウティング  ［outing］  ① 外に出るこ
と。散歩。ピクニック。  ② 他人の秘密を
暴露すること。特に他人の性行動を暴
露する場合に多く用いられる。  ⇨ カミン
グ―アウト  

ア アウト  ［out］  ① そと。外側。外部。  ↔ 
イン  ② 打ったボールがコート外に出て失
点となること。  ↔ セーフ  ③ 打者や走者
が規則によってその権利を失うこと。略
号O.  ↔ セーフ  ④ ゲームの前半。18
ホールのコースで前半の9ホール。  ↔ イン  
⑤ 競技中の選手が控えの選手と交代
して競技場外に出ること。  ↔ イン  ⑥ 脱
落。ある一定の集団や作業の流れから
抜けること。  ⑦ ⇨ アウト  

ア アウト―ウェア  ［日 ＜ out＋wear 
（衣服）］  外衣の総称。カーディガン，
コート，スーツ，セーターなど。アウター
ウェアとも。  

ア アウト―オブ―コントロール  ［out of 
control］  制御ができないこと。手に負え
ないこと。制御不能とも。  

ア アウト―オブ―シーズン  ［out of sea-
son］  季節（時期）外れであるさま。  
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アアアア 料金や航空会社のマイレージ残高など，
アカウントを必要とするあらゆる情報が対
象となる。  

ア アカシア  ［acacia］  マメ科の常緑高
木。熱帯の乾燥地に自生。花が房状
で黄金色のものがフサアカシア，また葉形
から柳葉アカシア，三角葉アカシアなど各
種ある。  ▢季夏  

ア アカデミア  ［ラ Academia＜ギ Aka-
demeia］  ⇨ アカデメイア  

ア アカデミー  ［academy＜ギ Akade-
meia］  ① 学士院，翰林（かん

りん）院。学
問・芸術の各分野から最高権威を集め
て作った団体。  ＊近世における最初の
科学アカデミーは，1470年代に，フィレン
ツェに創設された。  ② 大学，研究所な
ど，専門的な学問研究にたずさわる機関
の総称。  ⇨ アカデメイア  

 アカデミー賞   ［Academy Award］  
米国映画芸術科学アカデミーが毎年贈
る映画賞。1927年創設。  ⇨ オスカー  

ア アカデミー―フランセーズ  ［フ Aca-
démie française］  フランス翰林（かん

りん）
院。1635年リシュリューが創立。フランス
語の純化を目標に「アカデミー辞典」
（1694年初版） を編集。現在はフランス
学士院の一部となっている。  

ア アカデミズム  ［academism］  ① 世俗
におもねらない非実用的，基礎的，精緻
な研究方法を重んずる学風。  ② 学者
などの伝統墨守，権威主義的な研究
態度に対する非難をこめた呼び方。  ＊
英語ではアカデミシズム ［academi-
cism］ とも。  

ア アカデミック  ［academic］  ｟～な｠  ① 
学究的，官学的。研究態度などが，実
利に左右されず，純粋に学問的であるさ
ま。  ② （転じて）現実離れしたさま。  

ア アカデミック―ハラスメント  ［日 ＜
academic＋harassment］  大学で教
授などが行う，研究に対する嫌がらせ。
特にセクシュアル―ハラスメントをいう。略し
てアカ・ハラ。  

ア アカ―ハラ  ⇨ アカデミック―ハラスメント  
ア アカプルコ  ［ス Acapulco］  メキシコの
太平洋岸の良港，保養地。壮観な落
日で有名。  

ア アガペー  ［ギ agape］  ① 神の愛，献身
的な愛。エロスと対立する概念。  ② 初
期キリスト教徒の宗教的会食，愛餐
（あい
さん）。  

ア ア―カペラ  ［イ a cappella （礼拝堂風
に）］  ① （合唱で）「無伴奏で（演奏せ
よ）」。  ② 楽器の伴奏のない合唱曲。16
世紀のイタリアの教会音楽作曲家パレ
ストリーナの音楽が最も代表的。  

ア アガメムノン  ［ギ Agamemnon］  ギリ
シャ神話で，ミケーネの王。トロヤ戦争に
おけるギリシャ軍の総大将。凱旋後，妻

とその情人に殺された。  
ア アガリクス  ［ラ Agaricus］  ハラタケ科
の担子菌類。和名ヒメマツタケ（姫松
茸）。多数の多糖類や抗腫瘍物質を多
く含有しているとされ，健康食品として
注目されている。  

ア アカンパニメント  ⇨ アコンパニメント  
ア アキソロートル  ［axolotl＜メキシコ語
で，水の召使い］  ⇨ アホロートル  

ア アキュ  ［ACU］  ⇨ ACU  
ア アキュムレーター  ［accumulator （貯
えるもの）］  ① 蓄圧器。流体の圧力を
利用する機器で，仕事に供給する高圧
流体を蓄えておく部分。蒸気溜（だ）めや
水圧溜めなど。  ② 演算装置にある，演
算のための記憶回路。累算器。  

ア アキュラシー  ［accuracy （正確さ・精
密さ）］  ① フライング―ディスク競技の1。
規定箇所から規定投球数だけ目標の
輪にディスクを投げ込み，輪を通過した
ディスクの数を競う。  ② キャスティング競
技の1。投げ釣りの正確さを競う。  ③ ⇨ 
アキュラシー―ランディング  

ア アキレウス  ［ギ Akhilleus］  ⇨ アキレス  
ア アキレス  ［ラ Achilles＜ギ Akhille-

us］  ギリシャ神話で，ペレウスと海の女神
テティスの子。トロヤ戦争でのギリシャ軍の
英雄。幼児の時，母親が彼を不死身に
するため，かかとを支えて川に浸し，その結
果，全身のほとんどが不死身となったが，
かかとだけは弱点として残り，敵将パリス
にそこを射られて死んだ。  ＊一説に，母
はアキレスを天の火で焼いたとも，また彼
を射たのはアポロンとも。英語ではアキリー
ズ。  

 アキレス腱（ け
ん）   ［Achilles tendon］  

① かかとに付いている重要な筋で，これが
切れると正常な歩行はできなくなる。  ② 
⇨ アキレスのかかと  

 アキレスのかかと   ［Achilles heel］  
（ギリシャ神話アキレスの話から）人の唯
一の弱点，泣きどころ。  ＊同じような表
現に「ジークフリートの肩」がある。  

ア アクア  ［ラ aqua］  水。  ＊通常，「水の」
の意味で複合語をつくる。  

ア アクアゲル  ［aquagel］  水と接触する
と吸水・膨張してゲル化する高分子化
合物の総称。衛生用品や農業用土壌
保水剤などに用いられる。高吸水性樹
脂，高吸水性ポリマーとも。  

ア アクアスロン  ［aquathlon］  広義のト
ライアスロン競技の1。スイム（水泳）・ラン
（ランニング）の2種目を順に行い，所用
時間を競う。  ⇨ トライアスロン  

ア アクアチント  ［aquatint＜イ acqua 
（水） tinta （着色された）］  腐食銅版画
製版技法の1。銅版面に樹脂あるいはア
スファルトの粉末で地を作り，その上に防
食剤で絵をかき，塩化鉄溶液で腐食し

再雇用の斡旋を行う。  ＊低成長下，
高齢化の進む1980年代の米国に生ま
れたビジネス。  

ア アウトポイント  ［outpoint］  ボクシング
で，判定勝ち。  ＊原義は相手より多くの
点数をとって勝つこと。  

ア アウトライン  ［outline］  ① 輪郭，外
形。略図。  ② 概要，大筋，あらまし。  ⇨ 
シノプシス  

ア アウトライン―ステッチ  ［outline 
stitch］  輪郭などを表す線縫いの刺しゅ
う。  

ア アウトライン―フォント  ［outline 
font］  フォントを，点を結ぶ輪郭で定義
するもので，ドットによるフォントよりも品質
が高く，文字の拡大・縮小が自由。  

ア アウトライン―プロセッサー  ［out-
line processor］  データを階層構造化
するソフトウェア。  ＊ワー―プロに組み込ま
れた場合，例えば文章全体を章，節，項
に分け，必要に応じてそれを参照しながら
細部を書き進める，といったことができる。  

ア アウトリーチ  ［outreach（広げる，伸
ばす）］  ｟～する｠  ① 学習意欲をもってい
ない人たちに学習の機会を与え，学習に
対する要求や行動を誘発させる活動。  
② 芸術に接する機会や関心がない人々
に対し，芸術への興味と関心をもたせる
ために提供する側が行う活動。  ③ 福祉
サービスの提供機関が，サービスを必要と
する人に，積極的に利用を働きかける活
動。  

ア アウトルック  ［outlook］  景色。見晴
らし。展望。見通し。  

ア アウトレージ  ［outrage］  ① （侮辱や
非道に対する）激怒。憤怒。  ② （法や
秩序などの）暴力的な侵害。乱暴。暴
力。  

ア アウトレット  ［outlet （出口）］  ① 湖
沼から川が流れ出す地点，流れ出し。  ⇨ 
インレット  ② 電気の差し込み口。コンセ
ント。  ③ （工場などの）直販店。  ④ ⇨ ア
ウトレット―ストア  

ア アウトレット―ストア  ［outlet store］  
安売り店の1。製造業者の死蔵品を集
中的に仕入れ，市価よりずっと安く販売
する。  

ア アウトレット―モール  ［outlet mall］  
アウトレット―ストアが集まったショッピング―
センター。  ⇨ アウトレット  

ア アウトロー  ［outlaw］  ① ならず者，反
逆者，不逞（ふ

てい）のやから，法益被剝奪
（はく

だつ）者。  ② 反体制者としてのアウトサ
イダー。  

ア アウト―ロー  ［日 ＜ out＋low］  投手
の投球で外角低めの球道。  ⇨ アウト―ハ
イ，イン―ロー  

ア アウトワード  ［outward］  外部。外
面。  

ア アウフヘーベン  ［ド aufheben （上へ
あげる，中止する）］  ｟～する｠  止揚，揚
棄。弁証法の発展に関する根本的用
語。事物の発展は，低い段階の形式が
否定され，またその内容がより高い段階
へあげられて，新しい形式のうちに保存さ
れる。分裂・対立しているものが，相互に
浸透し合い，より高次なものに統一され
ることをいう。  

ア アウラ  ［ラ aura］  ⇨ オーラ  
ア アウラ  ［ド Aura］  てんかんやヒステリーの
発作に先立って見られる異常感覚。  

ア アウレリウス  ⇨ マルクス―アウレリウス―
アントニヌス  

ア アウロラ  ［ラ Aurora］  ① ローマ神話
で，曙（あけ

ぼの）の女神。  ＊ギリシャ神話のエ
オス。  ② ⇨ オーロラ  

ア アエネイス  ［ラ Aeneis］  ローマのベルギ
リウス作の叙事詩。前30－19年の作。
全12巻，未完。トロヤの名将アイネイ
アス ［Aineias］ （ラテン語名はアエネアス 
［Aeneas］ ）がトロヤ陥落後，苦難と漂
流の末イタリアを征服するローマ建国物
語。  

ア アエラ  ［ラ aera］  時代。年代。紀元。  
ア アエロゾル  ［ド Aerosol］  ⇨ エアロゾル  
ア アオ―ザイ  ［ベトナム ao （服） dai （長
い）］  ベトナム女性の民俗衣装の1。両
脇すそが深く切れ上った中国服とズボン
を組み合わせたもの。  

ア アカ  ［日 ＜ account］  アカウントの略。
インターネットの書き込みなどで使われる
俗語。同音のもじりで，多く「垢」と書
く。  ⇨ アカウント  

ア アカウンタビリティー  ［account-
ability＜ accountable （責任ある）］  
説明義務。説明責任。社会の了解や
合意を取りつけるために業務や研究活
動の内容について対外的に説明する責
任。行政機関や企業の倫理として浮
上。  

ア アカウンタント  ［accountant］  会計
士。会計係。主計官。  

ア アカウンティング  ［accounting］  会
計学。会計。精算。  

ア アカウント  ［account］  ① （貸借）勘
定。勘定書。請求書。  ② 勘定。口座。
略してA/C，a/c。  ③ 銀行預金（口
座）。  ④ 説明。  ⑤ 広告主，得意先。  
⑥ OSやネットワークを通してコンピュー
ターを利用するための固有の IDナンバー
やその権利。ユーザーの識別や，個別の
情報の管理のために用いられる。  

ア アカウント―アグリゲーション  ［ac-
count aggregation］  顧客が複数の金
融機関に持つ口座の残高や入出金の
履歴などの情報をインターネット―サイト
上やアプリケーション上に一覧表示する
サービス。  ＊広義には，携帯電話の利用


